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  Abstract 

Recently, an investigation and an analytical case in the microtremor survey have increased to know the characteristic of the 
earthquake movement. However, neither equipment nor the tool of microtremor survey have aimed at the efficiency improvement 
of the investigation process as for the current state. This development has aimed at the simplification of the investigation process 
in the microtremor survey. Three developments were done. 
(1) Development of all-in-one design microtremor measurement machine. 
(2) Development of dynamic analytical tools of the observational data. 
(3) Development of survey positional automatic observation decision tools. 
The investigation process can be shortened by using the above-mentioned system. 
The development of an easy, comprehensible GUI tool was executed about (2) shown in the above-mentioned in this research 
material among the slight movement inquiry systems that showed in the above-mentioned. 
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近年, 地震動における地盤構造の特性を知る為に, 微動探査における調査・解析事例が増えてきている. しかしな

がら, 現状における微動探査の機器および探査用ソフトウエア等の整備情況および流通状況は良好とはいえず, 調査

そのものの敷居が高く, 調査から解析にいたるまでの過程の効率化を目的とした開発が十分に検討されている状況と

はいえない. 防災科学技術研究所においては, 当初より地震動予測を目的とした地盤構造モデルの作成のため, 微動

探査法を用いてきたが, 面的な地盤増幅度や地震動特性の研究を行う際に, 膨大な数の測定を, 限られた時間と人数

で実施しなければならない為, 調査の抜本的な効率化を行う必要に迫られた. この状況を打開するため, 微動探査に

おける計測の省力化と現場解析の実現, および, 解析データ等のデータベース化とこれらの一般公開を目的として, 

(1)手軽に持ち運べる微動探査機兼強震計(JU-210)11)の開発,(2)微動探査の動的・静的解析ソフトウエアの開発,(3)
観測データのデータベース化等の調査の過程全般の効率化の 3 つを目指し,誰でも簡単に調査を行えるシステムの構 

築を実施した. 

上記に示す微動探査システムのうち, 本研究資料においては(2) 微動探査の動的・静的解析ソフトウエアについて,

より簡単で分かりやすいＧＵＩツールの開発を実施, マニュアルとともにここに公開するものである. 本研究資料の

ツールをより多くの微動調査に係る研究者・技術者・学生等に利用していただきたいと考える. 

 
 ＊独立行政法人 防災科学技術研究所 防災システム研究センター 
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１．総合目次と各章の概要 

  

１．総合目次と各章の概要（本章）     ……  1 

 

２．ツールの概要（収録内容）      ……  2 

 

３．

 

４．TremorDataView 操作マニュアル (静的解析ツール)   ……  5 

 

５．TremorPacketView 操作マニュアル （動的解析ツール）  69 

 

６．ファイル形式規約について（TremorDataView,TremorPacketView 共通） 101 

 

７．参考論文        127 

 

８．おわりに        133 
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２. ツールの概要（収録内容） 

 

 

１．「TremorDataView」（トレモア・データ・ビュー） 

 

２．「ＴremorPacketView」（トレモア・パケット・ビュー） 
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３．ソフトウエア利用規約 

防災科学技術研究所 研究資料第３１３号 

微動探査観測ツールの開発 その１ －常時微動解析ツール－ 

利用規約 

第１条 ソフトウエアを使用した場合の記載事項 

 

 

 

第２条 ソフトウエアおよびデータの確認 

 

－ 3－ － 4－
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第３条 利用の制限 

 

第４条 サービスの内容等 

 

第５条 免責事項 

 

第６条 その他 

－ 3－ － 4－
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4.4.3. Ｘ軸種別の切り替え 
スペクトル表示ビューでは、Ｘ軸を周波数/周期で切り替えることができます。 

  

1. スペクトル表示ビューの[X 軸切替]ラジオボタンで、周波数の場合は[Hz]、周期の場合は[Sec]を選択

してください（下図）。 

  

 
  

  

4.4.4. 読み込みファイル毎の平均スペクトルを表示 
設定で、非結合モードを選択した場合、平均スペクトルの表示方法を切り替えることができます。 

  

表示成分チェックボックスの[平均]チェックボックスがオンになっている時に、表示が変更します。 

  

平均スペクトルとは、以下の通りです。 

 読み込んだファイル毎に、データを表示区間で設定した長さで分割し、スペクトルを計算し、周波数毎

に各スペクトルの平均をとったもの 

・ 各成分の表示色については、スペクトルを表示を参照ください。 

 

単一表示 
選択したファイルのみの平均スペクトルを表示します。結合モードの表示と同じです。 
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4.6. 地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度の計算の開始 

以下の手順で計算を行います。 

  

1. 地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度に用いるビューの起動を行います。解析ビ

ューに順解析設定が表示されます。 

2. 地盤構造を読み込みます。地盤構造と地盤構造の凡例が表示されるとともに、計算が開始され、理

論 H/V スペクトルと理論位相速度が解析結果ビューに表示されます。 

  

4.7. 地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度の計算の終了 

以下の 3 通りの方法で地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度の計算を終了することが

できます。 

 解析ビューのタイトルバーの右側の[閉じる]ボタンをクリックします。 

 解析ビューのタイトルバー上で右クリックし、 [閉じる] を選択します 

 解析ビューをクリックした後、[Alt]キーと[F4]キーを同時に押下します。 

  

終了すると、以下のビューが閉じられます。 

－ 47 － － 48 －



 

• 
• 
• 

 

 

 

 
 

• 

－ 49 － － 50 －



 

 

 

 

 
 

 

－ 49 － － 50 －



 

 

 

 

 

• 
 

 
• 

－ 51 － － 52 －



 

 

 

－ 51 － － 52 －



 

 

 
 

－ 53 － － 54 －



 

 

 
 

 
 

－ 53 － － 54 －



 

 

• 
• 

 
 
 

 
 

 
 
 

－ 55 － － 56 －



 

• 
• 
• 
• 
• 

 
 

 

－ 55 － － 56 －



 

• 
• 
• 
• 
• 

 
 

 
 
 

－ 57 － － 58 －



 

• 
• 
• 

 

－ 57 － － 58 －



 

• 
• 

• 

 
 

－ 59 － － 60 －



 

 
 

－ 59 － － 60 －



 

 

 

 

 

 
 

－ 61 － － 62 －



 

 

• 
• 

 

－ 61 － － 62 －



 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

• 
• 
• 

 

－ 63 － － 64 －



 
- 64 -

レイリー波（水平）

レイリー波（垂直）

ラブ波

 
  

 

4.10.7. 理論位相速度グラフのコピー 
以下の手順により、解析結果ビューに表示されている理論位相速度グラフをクリップボードにコピーします。 

  

1. 理論位相速度グラフをクリックします。 

2. [Ctrl]キーと[C]キーを同時に押下します。理論位相速度グラフがクリップボードにコピーされます。 

  

以下の図は、ペイントソフトに貼り付け操作を行った時の図です。 
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５．TremorPacketView 操作マニュアル （動的解析ツール） 
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1. TremorPacketView とは 

TremorPacketView は、白山工業（株）製ロガーLS7000XT から１秒間隔で送信される UDP パ

ケットを解析し、波形・スペクトルをリアルタイムで表示します。表示可能なスペクトルは以下の

通りです。 

  

 H/V スペクトル 

 H/V パワースペクトル 

 フーリエスペクトル 

 応答スペクトル 

  

1.1. 機能概要 

 ロガーから送信される WIN 形式の UDP パケットを動的に解析することができます。 

 波形を表示することができます。 

 読み込んだデータが加速度の場合、積分し、速度波形を表示することができます。 

 H/V スペクトル、H/V パワースペクトル、応答スペクトル、フーリエスペクトルを切り替え

表示することができます。 

 波形にバンドパスフィルターを適用することができます。 

 Parzen,、Hanning、Hamming、Log の窓関数によりスペクトルを平滑化することができます。 

 ノイズの大きな区間を自動判定し、H/V スペクトルの平均値から除くことができます。 

 H/V スペクトルの卓越周波数を自動ピックアップできます。 

 パケット受信の停止後に、以下のデータおよび画像を保存することができます。 

 波形 

 H/V スペクトル 

 H/V パワースペクトル 

 フーリエスペクトル 

 応答スペクトル 

  

1.2. 作業の流れ 

1. TremorPacketView を起動します。 

2. UDP パケットの受信ポート番号を指定し、パケットの受信を開始します。 

3. 波形データが表示されます。 

4. H/V スペクトルが表示されます。 

5. （オプション）適用するフィルタの変数を変更します。 

6. （オプション）卓越周期の判定領域を変更します。 

7. （オプション）波形を積分します。 

8. パケットの受信を停止します。 

9. （オプション）波形データ、H/V データをエクスポートします。 

10. TremorPacketView を終了します。 

－ 69 － － 70 －
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2. 動作環境 

本ソフトウェアは以下の環境で動作します。 

  

・動作環境 

 OS： Microsoft Windows 2000 Professional / Windows XP Professional SP2 

 動作言語： 日本語 

 動作環境： Microfoft .NET Framework 2.0 
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3. 画面説明 

TremorPacketView は以下の 2 つのビューで構成されます。 

 波形表示ビュー 

 スペクトル表示ビュー 

  

  

3.1. 波形表示ビュー 

波形表示ビューは TremorPacketView のメイン画面です。バッファに蓄積された波形が表示さ

れます。 

メニューと以下の項目で構成されます（下図）。 

  

  

 
波形表示ビュー 

  

※本取扱説明書の画面は全機能を紹介するために、6ch の波形を読み込んだ時の画面を表示

します。3ch 表示の波形表示ビューは以下の通りです。 
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3.2. スペクトル表示ビュー 

スペクトル表示ビューは、区間ごとのスペクトル（細線）、全区間での平均（太線）及び分散（破

線）を表示します。 

  

メニューと以下の項目で構成されます(下図)。 
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4. 操作方法 

4.1. 起動 

TremorPacketView デスクトップアイコン（下図）をダブルクリックすると、TremorPacketView が

起動します。 

  

 
デスクトップアイコン 

4.2. 終了 

以下の 3 通りの方法で TremorPacketView を終了することができます。 

 波形表示ビューのタイトルバーの右側の[閉じる]ボタンをクリックします。 

 波形表示ビューのタイトルバー上で右クリックし、[閉じる]を選択します。 

 [Alt] キーと[F4] キーを同時に押下します。 

4.3. 波形表示ビュー 

4.3.1. 接続開始/停止 

ロガーから送信される UDP パケットの受信開始/停止は、以下の手順でおこなってください。 

  

接続開始 

  

1. ロガーを起動し、ロガーの設定をしてください。 

2. 読み込みデータのチャンネルと次元を設定してください。 

3. メニューの[ファイル]→[新しい接続]を選択します。port 番号入力ダイアログ（下図）が開

きます。 

4. ロガーの設定で入力した port 番号を設定し、[Connect]ボタンをクリックします。 

5. パケットの受信を開始します。 

  

 
port 番号入力ダイアログ 

  

接続停止 

1. メニューの[ファイル]→[接続停止]を選択します。 
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4.3.2. 波形を表示 

TremorPacketView は、ロガーから送信されるパケットの解析後、波形バッファにデータを追加し

ます。波形バッファが更新されると、波形表示ビューは波形を自動的に再描画します。 

  

波形の表示は以下の手順で行ってください。 

1. TremorPacketView の接続を開始します。 

2. ロガーから送信されるパケットの解析後、波形表示ビューに波形が表示されます（下図）。 

  

 
  

4.3.3. 波形の拡大/縮小 

波形の拡大表示 

    1.  波形表示ビューの拡大ボタン をクリックします。 

 
  

    2.  波形の縦軸サイズが 2 倍になります。 

 
 

波形の縮小表示 

1. 波形表示ビューの縮小ボタン をクリックします。 

2. 波形の縦軸サイズが 1/2 倍になります。 
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4.3.4. 波形の積分 

積分波形の表示 
以下の手順により、積分した波形（速度波形）を表示することができます。 

  

1. メニューの[編集]→[積分する]を選択します。 

2. 波形表示ビューに積分した波形（速度波形）が表示されます（下図）。 

  

※1:積分できるのは、読み込みデータの次元を「加速度」と設定したときです。 

※2:積分の設定は高度な設定を変更してください。 

  

 
  

  

積分波形を元に戻す 
以下の手順により、積分した波形（速度波形）を元に戻すことができます。 

  

1. メニューの[編集]→[元に戻す]を選択します。 

2. 波形表示ビューに読み込んだ波形（加速度波形）が表示されます。 

  

  

 

 

4.3.5. 表示するビューの選択 

スペクトル表示ビューの表示/非表示は以下の手順で行います。 

  

1. メニューの[表示]→[スペクトル表示ビュー]をオンにします。スペクトル表示ビューが表示

されます。 

※オフにすると、非表示になります。 
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TremorDataView 及び TremorPacketView で、入出力される波形データファイルのファイル形式は以

下の通りです。 

 

WIN 形式は、東京大学地震研究所で提唱されたリアルタイム多チャンネル地震波形データ用フォーマッ

トで、ビッグエンディアンで記録されたバイナリファイルです。WIN 形式の概要を以下に示します。 

図 1-1WIN 形式ファイル概要 

 

詳細は東京大学地震研究所の HP を参照ください。 

参照：http://eoc.eri.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/show_man?winformat 
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K-NET アスキー形式は、独立行政法人防災科学技術研究所の強震観測ネットワークで配布されている

波形のファイル形式です。1 ファイル 1 成分です。K-NET アスキー形式の概要を以下に示します。 

……

 
  

図 1-2 K-NET アスキー形式ファイル概要 

 

詳細は防災科学技術研究所の HP を参照ください。 

参照：http://www.k-net.bosai.go.jp/k-net/man/knetform.html 
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テキスト形式は、TremorDataView 及び TremorPacketView で独自に用いられているファイル形式で

す。 

・ 概要 

1 ファイルで多チャンネルのデータを含み、ヘッダー部とデータ部からなるアスキー形式のファイルです。

テキスト形式の概要を以下に示します。 

 
図 1-3 テキスト形式ファイル概要 

 

・ ファイル名 

ユーザが指定したファイル名で出力します。読み込み時は、「dat」拡張子が必要です。 

# 

STIME 2007/03/25 9:42:00 

SAMPLING 100 

SCALEFACT1 3.1601570*10E-5 

SCALEFACT2 2.8740200*10E-5 

T NS_1ch EW_2ch UD_3ch NS_4ch EW_5ch UD_6ch 

0.01 -92 -683 148 244 -790 -161 

0.02 -146 -555 166 226 -755 -131 

0.03 -194 -407 152 178 -691 -128 

0.04 -226 -272 117 120 -625 -135 
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・ フォーマット 

ヘッダー部のフォーマットを以下に示します。 
表 1-1 テキスト形式ヘッダー部のフォーマット 

No 行 項目 フォーマット 

1 1 識別記号 # 

2 2 データ先頭時刻 STIME<区切り>データ先頭時刻 

3 3 サンプリング周波数 SAMPLING<区切り>サンプリング周波数 

4 4 or 5 スケールファクタ ・ チャンネル数が 3 の場合（1 行） 

SCALEFACT1<区切り>スケールファクタ 

・ チャンネル数が 6 の場合（2 行） 

SCALEFACT1<区切り>1ch～3ch のスケールファクタ 

SCALEFACT2<区切り>4ch～6ch のスケールファクタ 

※<区切り>は「タブ」です。 

 

データ部のフォーマットを以下に示します。経過時間分、データ項目を繰り返します。 
表 1-2 テキスト形式データ部のフォーマット 

No 行 項目 フォーマット 

1 5  

or 

6  

データ 

ヘッダー 

・ チャンネル数が 3 の場合 

T<区切り>NS_1ch<区切り>EW_2ch<区切り>UD_3ch 

・ チャンネル数が 6 の場合 

T<区切り>NS_1ch<区切り>EW_2ch<区切り>UD_3ch<区切り> NS_4ch<区切り>EW_5ch<区切り

>UD_6ch 

2 6 

or 

7 

以降 

データ ・ チャンネル数が 3 の場合 

経過時間<区切り> データ 1ch<区切り>・・・<区切り>データ 3ch 

・ チャンネル数が 6 の場合 

経過時間<区切り> データ 1ch<区切り>・・・<区切り>データ 6ch 

※1<区切り>は、「タブ」です。 

※2「経過時間」は、データ先頭時刻からの経過時間です。 
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TremorDataView 及び TremorPacketView で、出力されるスペクトルデータ（H/V スペクトル、H/V パ

ワースペクトル、フーリエスペクトル、応答スペクトル）のファイル形式は以下の通りです。 

・ 概要 

計算された周波数とスペクトルの値からなるアスキーファイルです。 

ファイル概要を以下に示します。 

 
図 2-1 スペクトルデータ出力ファイル概要 

 

・ ファイル名 

1 成分 1 ファイルで出力します。各ファイル名は、ユーザが指定したファイル名に、判別文字と拡張子を追

加します（表 2-1、表 2-2 参照）。 
表 2-1 H/V スペクトル、H/V パワースペクトル出力時のファイル名規約 

No 成分 判別文字 拡張子

1 NS _NS csv 

2 EW _EW csv 

3 Compo _Compo csv 

 
表 2-2 フーリエスペクトル、応答スペクトル出力時のファイル名規約 

No 成分 判別文字 拡張子

1 NS _NS csv 

2 EW _EW csv 

3 UD _UD csv 

 

0.09765625, 2.044559 

0.1953125, 2.390967 

0.29296875, 1.815655 

0.390625, 2.220011 

0.48828125, 2.592968 

0.5859375, 2.992213 
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・ フォーマット 

スペクトルデータのフォーマットを以下に示します。計算された周波数分を繰り返し出力します。 
表 2-3 スペクトルデータの出力フォーマット 

No フォーマット 

1 計算した周波数,<半角スペース>スペクトルの値
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TremorPacketView で出力される観測データのファイル形式は以下の通りです。 

・ 概要 

ヘッダー部とデータ部からなるアスキーファイルです。ヘッダー部に観測開始時刻、観測時間、緯度、経

度を出力します。データ部には、スペクトルを計算した時間（観測開始時刻からの差分）、卓越周波数、卓

越周波数の分散、ピーク値、ピーク値の分散を出力します。 

ファイル概要を以下に示します。 

 
図 3-1 観測データ出力ファイル概要 

 

・ ファイル名 

ユーザが指定したファイル名で出力します。 

 

#観測開始時刻, 観測長[sec], 緯度, 経度 

#2007/12/12 21:29:02, 138, 35, 140 

#時間[sec], 卓越周波数, 卓越周波数の分散, ピーク値, ピーク値の分散 

9, 0.1953125, 0, 1, 0 

11, 0.1953125, 0, 1, 0 

13, 0.1953125, 0, 1, 0 

15, 0.1953125, 0, 1, 0 

17, 3.320313, 1.953125, 4.810373, 2.903789 

19, 2.734375, 2.173106, 4.704603, 3.76611 

21, 3.417969, 2.552668, 4.103518, 3.627894 

23, 3.417969, 2.664839, 3.732903, 3.294448 
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・ フォーマット 

ヘッダー部のフォーマットを以下に示します。 
表 3-1 観測データ出力ファイルのヘッダー部のフォーマット 

No 行 項目 フォーマット 

1 1 ヘッダー項目 #観測開始時刻, 観測長[sec], 緯度, 経度 

2 2 ヘッダー内容 #観測開始時刻<区切り>観測長<区切り>緯度<区切り>経度 

※区切りは「,」+「半角スペース」です。 

 

データ部のフォーマットを以下に示します。スペクトルを計算した数だけ、データ項目を繰り返します。 
表 3-2 観測データ出力ファイルのデータ部のフォーマット 

No 行 項目 フォーマット 

1 3 データ 

ヘッダ 

#時間[sec], 卓越周波数, 卓越周波数の分散, ピーク値, ピーク値の分散 

2 4 行 目

以降 

データ スペクトルを計算した時間<区切り>卓越周波数<区切り>卓越周波数の分散<

区切り>ピーク値<区切り>ピーク値の分散 

※区切りは「,」+「半角スペース」です。 

 

 

－ 109 － － 110 －



 

   - 110 -

 

TremorDataView で入出力される地盤構造データのファイル形式は以下の通りです。 

・ 概要 

層厚、密度、P 波速度、S 波速度からなるアスキーファイルです。 

ファイル概要を以下に示します。 

 
図 4-1 地盤構造データファイル概要 

 

・ ファイル名 

ユーザが指定したファイル名で出力します。読み込み時のファイル名に制限はありません。 

 

・ フォーマット 

地盤構造データファイルのフォーマットを以下に示します。層数分を繰り返します。 

ただし、最下層は半無限となります。プログラムで最下層を識別するために、最下層の層厚は-1 となりま

す。 
表 4-1 地盤構造データファイルの出力フォーマット 

No フォーマット 

1 層厚<区切り>密度<区切り>P 波速度<区切り>S 波速度 

※<区切り>は、「半角スペース」、「タブ」、「,」です。 

 

 

     15.00      1.70   1800.00    250.00 

     60.00      1.80   2000.00    400.00 

    125.00      1.90   2500.00    700.00 

     -1.00      2.00   3000.00   1400.00 
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TremorDataView で、出力される順解析結果のファイル形式は以下の通りです。 

 

 

・ 概要 

計算された周波数と理論 H/V スペクトルの値からなるアスキーファイルです。 

ファイル概要を以下に示します。 

 
図 5-1 理論 H/V スペクトル出力ファイル概要 

 

・ ファイル名 

ユーザが指定したディレクトリ内に、各地盤構造データの理論 H/V スペクトルを 1 ファイルとして出力しま

す。理論 H/V スペクトルは 2 種類あります（表 5-1 参照）。 

ファイル名は、「 ○○○N△_R□_L◇.dat 」となります。 

○○○：理論 H/V スペクトル判別文字 
表 5-1 理論 H/V スペクトル判別文字 

No 理論 H/V スペクトルの種類 内容 判別文字 

1 表面波 ラブ波とレイリー波の比 hvSurface 

2 レイリー波 レイリーのみ hvRayleih 

△：地盤構造の初期番号（地盤構造名のデフォルト「地盤○」の○に入る数字です。） 

□：計算したレイリー波モード数 

◇：計算したラブ波モード数 

 

・ フォーマット 

計算された周波数と理論 H/V スペクトルの値を csv 形式で出力します。計算された周波数分を繰り返し

出力します。 

但し、この条件で計算できない周波数のデータは保存対象外となります。 

100.00000,0.81596 

98.75000,0.66560 

96.50000,0.38438 

94.25000,0.28750 
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・ 概要 

計算された周波数と理論位相速度の値からなるアスキーファイルです。 

ファイル概要を以下に示します。 

 
図 5-2 理論位相速度出力ファイル概要 

 

・ ファイル名 

ユーザが指定したディレクトリ内に、各地盤構造データの理論位相速度を 1 ファイルとして出力します。理

論位相速度は 3 種類あります（表 5-2 参照）。 

ファイル名は、「 ○○○N△_R□_L◇.dat 」となります。 

○○○：理論位相速度判別文字 
表 5-2 理論位相速度判別文字 

No 理論位相速度の種類 判別文字 

1 レイリー波（水平） phaseHrayleigh

2 レイリー波（垂直） phaseVrayleigh

3 ラブ波 phaseLove 

△：地盤構造の初期番号（地盤構造名のデフォルト「地盤○」の○に入る数字です。） 

□：計算したレイリー波モード数 

◇：計算したラブ波モード数 

 

・ フォーマット 

計算された周波数数と理論位相速度の値を csv 形式で出力します。計算された周波数分を繰り返し出力

します。 

但し、この条件で計算できない周波数のデータは保存対象外となります。 

 

100.00000,238.52374 

98.75000,238.52374 

96.50000,238.52374 

94.25000,238.52374 
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TremorDataView の設定ファイルです。TremorDataView.exe の起動フォルダに作成されます。 

ファイル概要を以下に示します。 

<?xml version="1.0"?> 

<TDVSettingInfoxm> 

  <readDataDimension>Acc</readDataDimension> 

  <isSmoothed>true</isSmoothed> 

  <windowFunction>Parzen</windowFunction> 

  <windowSize>0.2</windowSize> 

  <numCh>3</numCh> 

  <scaleFactor> 

    <double>3.160157E-05</double> 

    <double>2.87402E-05</double> 

  </scaleFactor> 

  <chEW> 

    <int>2</int> 

    <int>5</int> 

  </chEW> 

  <chNS> 

    <int>1</int> 

    <int>4</int> 

  </chNS> 

  <chUD> 

    <int>3</int> 

    <int>6</int> 

  </chUD> 

  <autoSetRegion>false</autoSetRegion> 

  <xMin>0.1</xMin> 

  <xMax>20</xMax> 

  <yMinHV>0.01</yMinHV> 

－ 113 － － 114 －



 

   - 114 -

  <yMaxHV>1000</yMaxHV> 

  <yMinHVpower>0.01</yMinHVpower> 

  <yMaxHVpower>1000</yMaxHVpower> 

  <yMinFourier>0.0001</yMinFourier> 

  <yMaxFourier>1</yMaxFourier> 

  <yMinResponse>0.0001</yMinResponse> 

  <yMaxResponse>1</yMaxResponse> 

  <autoFilter>true</autoFilter> 

  <filter>Butterworth</filter> 

  <fl>0</fl> 

  <fh>20</fh> 

  <fs>50</fs> 

  <ap>0.1</ap> 

  <as_>10</as_> 

  <taper>1</taper> 

  <judgeMin>0.1</judgeMin> 

  <judgeMax>10</judgeMax> 

  <autoNoiseReduction>true</autoNoiseReduction> 

  <judgeLevel>2</judgeLevel> 

  <isFixedWaveMax>false</isFixedWaveMax> 

  <waveMax> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

  </waveMax> 

  <spectrumType>HV</spectrumType> 

  <attenuationConstant>0.5</attenuationConstant> 

  <cutOffFreq>0.1</cutOffFreq> 
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  <offsetSec>0</offsetSec> 

  <splitLengthSec>20</splitLengthSec> 

  <isCombined>true</isCombined> 

  <analysisSettingFileName>analysisSetting.ini</analysisSettingFileName> 

</TDVSettingInfo> 
図 6-1 TremorDataView.ini ファイル概要 

 

各タグの内容を以下に示します。 

 
表 6-1 TremorDataView.ini のタグ内容 

No タグ名 内容 備考 

1 readDataDimension 読み込みデータの次元  

2 isSmoothed スペクトルの平滑化を行うかのフラ

グ 

・true：行う 

・false:行わない 

3 windowFunction スペクトル平滑時の窓関数 ・Parzen 

・Hamming 

・Hanning 

・Log 

4 windowSize スペクトル平滑時の窓サイズ  

5 numCh 波形データのチャンネル数  

6 scaleFactor スケールファクタ センサー1 とセンサー2 を記述

7 chEW EW 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述

8 chNS NS 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述

9 chUD UD 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述

10 autoSetRegion スペクトル表示ビューの 

自動範囲設定を行うかのフラグ 

・true:行う 

・false:行わない 

11 xMin スペクトル表示ビューの 

X 軸の最小値 

 

12 xMax スペクトル表示ビューの 

X 軸の最大値 

 

13 yMinHV H/V スペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 
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14 yMaxHV H/V スペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

15 yMinHVpower H/V パワースペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 

 

16 yMaxHVpower H/V パワースペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

17 yMinFourier フーリエスペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 

 

18 yMaxFourier フーリエスペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

19 yMinResponse 応答スペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 

 

20 yMaxResponse 応答スペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

21 autoFilter 自動フィルターを行うかのフラグ ・true：行う 

・false:行わない 

22 filter フィルターの種類 ・Butterworth 

・Chebyshev 

23 fl 低周波側コーナー周波数  

24 fh 高周波側コーナー周波数  

25 fs 高周波側遮断ゲイン保証周波数  

26 ap 遮断帯域最大減衰パラメータ  

27 as_ 通過帯域最小減衰パラメータ  

28 taper テーパー  

29 autoNoiseReduction 自動ノイズ判定を行うかのフラグ 使用しません 

30 judgeLevel 判定レベル 使用しません 

31 isFixedWaveMax 波形表示ビューの最大値固定を 

行うかのフラグ 

・true：行う 

・false:行わない 

32 waveMax 波形表示ビューの最大値固定の値 6 チャンネル分を記述 

33 spectrumType スペクトル表示ビューに表示する 

スペクトルの種類（※1） 

・HV 

・Response 
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34 attenuationConstant 応答スペクトル計算時の減衰定数  

35 cutOffFreq 積分時の中心周波数  

36 offsetSec 波形表示のオフセット時間  

37 splitLengthSec 波形の分割長  

38 isCombined データ結合モードのフラグ ・true：データ結合モード 

・false:データ非結合モード 

39 analysisSettingFileName 順解析の設定ファイル名  

※1:HV を選択すると、H/V スペクトル、H/V パワースペクトル、フーリエスペクトルの切替表示が可能で、

Response を選択すると、応答スペクトルのみの表示が可能です。 
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TremorPacketView の設定ファイルです。TremorPacketView.exe の起動フォルダに作成されます。 

ファイル概要を以下に示します。 

<?xml version="1.0"?> 

<TPVSettingInfo> 

  <readDataDimension>Acc</readDataDimension> 

  <isSmoothed>true</isSmoothed> 

  <windowFunction>Parzen</windowFunction> 

  <windowSize>0.2</windowSize> 

  <numCh>3</numCh> 

  <scaleFactor> 

    <double>3.160157E-05</double> 

    <double>2.87402E-05</double> 

  </scaleFactor> 

  <chEW> 

    <int>2</int> 

    <int>5</int> 

  </chEW> 

  <chNS> 

    <int>1</int> 

    <int>4</int> 

  </chNS> 

  <chUD> 

    <int>3</int> 

    <int>6</int> 

  </chUD> 

  <autoSetRegion>false</autoSetRegion> 

  <xMin>0.1</xMin> 

  <xMax>20</xMax> 

  <yMinHV>0.01</yMinHV> 

  <yMaxHV>1000</yMaxHV> 
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  <yMinHVpower>0.01</yMinHVpower> 

  <yMaxHVpower>1000</yMaxHVpower> 

  <yMinFourier>0.0001</yMinFourier> 

  <yMaxFourier>1</yMaxFourier> 

  <yMinResponse>0.0001</yMinResponse> 

  <yMaxResponse>1</yMaxResponse> 

  <autoFilter>true</autoFilter> 

  <filter>Butterworth</filter> 

  <fl>0</fl> 

  <fh>20</fh> 

  <fs>50</fs> 

  <ap>0.1</ap> 

  <as_>10</as_> 

  <taper>1</taper> 

  <judgeMin>0.1</judgeMin> 

  <judgeMax>10</judgeMax> 

  <autoNoiseReduction>true</autoNoiseReduction> 

  <judgeLevel>2</judgeLevel> 

  <isFixedWaveMax>false</isFixedWaveMax> 

  <waveMax> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

    <double>0.001</double> 

  </waveMax> 

  <spectrumType>HV</spectrumType> 

  <attenuationConstant>0.5</attenuationConstant> 

  <cutOffFreq>0.1</cutOffFreq> 

  <waveLength>60</waveLength> 
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  <spectrumLength>10</spectrumLength> 

  <updatePeriod>2</updatePeriod> 

  <numofBuf>10</numofBuf> 

  <portNo>7000</portNo> 

</TPVSettingInfo> 
図 6-2 TremorPacketView.ini ファイル概要 

 

各タグの内容を以下に示します。 

 
表 6-2 TremorPacketView.ini のタグ内容 

No タグ名 内容 備考 

1 readDataDimension 読み込みデータの次元  

2 isSmoothed スペクトルの平滑化を行うかのフラグ ・true：行う 

・false:行わない 

3 windowFunction スペクトル平滑時の窓関数 ・Parzen 

・Hamming 

・Hanning 

・Log 

4 windowSize スペクトル平滑時の窓サイズ  

5 numCh 波形データのチャンネル数  

6 scaleFactor スケールファクタ センサー1 とセンサー2 を記述

7 chEW EW 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述

8 chNS NS 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述

9 chUD UD 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述

10 autoSetRegion スペクトル表示ビューの 

自動範囲設定を行うかのフラグ 

・true:行う 

・false:行わない 

11 xMin スペクトル表示ビューの 

X 軸の最小値 

 

12 xMax スペクトル表示ビューの 

X 軸の最大値 

 

13 yMinHV H/V スペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 
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14 yMaxHV H/V スペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

15 yMinHVpower H/V パワースペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 

 

16 yMaxHVpower H/V パワースペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

17 yMinFourier フーリエスペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 

 

18 yMaxFourier フーリエスペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

19 yMinResponse 応答スペクトル描画時の 

Y 軸の最小値 

 

20 yMaxResponse 応答スペクトル描画時の 

Y 軸の最大値 

 

21 autoFilter 自動フィルターを行うかのフラグ ・true：行う 

・false:行わない 

22 filter フィルターの種類 ・Butterworth 

・Chebyshev 

23 fl 低周波側コーナー周波数  

24 fh 高周波側コーナー周波数  

25 fs 高周波側遮断ゲイン保証周波数  

26 ap 遮断帯域最大減衰パラメータ  

27 as_ 通過帯域最小減衰パラメータ  

28 taper テーパー  

29 autoNoiseReduction 自動ノイズ判定を行うかのフラグ ・true：行う 

・false:行わない 

30 judgeLevel 判定レベル  

31 isFixedWaveMax 波形表示ビューの最大値固定を 

行うかのフラグ 

・true：行う 

・false:行わない 

32 waveMax 波形表示ビューの最大値固定の値 6 チャンネル分を記述 
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33 spectrumType スペクトル表示ビューに表示する 

スペクトルの種類（※1） 

・HV 

・Response 

34 attenuationConstant 応答スペクトル計算時の減衰定数  

35 cutOffFreq 積分時の中心周波数  

36 waveLength 波形表示長  

37 spectrumLength スペクトルを計算する波形長  

38 updatePeriod 更新間隔  

39 numofBuf バッファ数  

40 portNo ポート番号  

※1:HV を選択すると、H/V スペクトル、H/V パワースペクトル、フーリエスペクトルの切替表示が可能で、

Response を選択すると、応答スペクトルのみの表示が可能です。 
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TremorDataView で、順解析を行うときに、読み込まれるファイルです。TremorDataView.exe の起動

フォルダに作成されます。 

ファイル名は、TremorDataView.ini の< analysisSettingFileName >タグで設定されたファイル名に

なります。 

ファイル概要を以下に示します。 

<?xml version="1.0"?> 

<TremorViewAnalysisSettingInfo xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 

  <InitialSettingOFDirectAnalysis> 

    <MinCalcFreq>0.08</MinCalcFreq> 

    <MaxCalcFreq>80</MaxCalcFreq> 

    <MaxModeNum>0</MaxModeNum> 

    <SearchPhaseVelWidth>0.025</SearchPhaseVelWidth> 

    <AmpRatioRL>0.7</AmpRatioRL> 

  </InitialSettingOFDirectAnalysis> 

  <sWave> 

    <DrawingRangeSetting> 

      <xMin>0</xMin> 

      <xMax>3000</xMax> 

      <xTip>500</xTip> 

      <yMin>0</yMin> 

      <yMax>1000</yMax> 

      <yTip>200</yTip> 

    </DrawingRangeSetting> 

  </sWave> 

  <pWave> 

    <DrawingRangeSetting> 

      <xMin>0</xMin> 

      <xMax>5000</xMax> 

      <xTip>1000</xTip> 
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      <yMin>0</yMin> 

      <yMax>1000</yMax> 

      <yTip>200</yTip> 

    </DrawingRangeSetting> 

  </pWave> 

  <rho> 

    <DrawingRangeSetting> 

      <xMin>0</xMin> 

      <xMax>3</xMax> 

      <xTip>0.5</xTip> 

      <yMin>0</yMin> 

      <yMax>1000</yMax> 

      <yTip>200</yTip> 

    </DrawingRangeSetting> 

  </rho> 

  <hvSpectrum> 

    <DrawingRangeSetting> 

      <xMin>0.1</xMin> 

      <xMax>20</xMax> 

      <xTip>0</xTip> 

      <yMin>0.01</yMin> 

      <yMax>1000</yMax> 

      <yTip>0</yTip> 

    </DrawingRangeSetting> 

  </hvSpectrum> 

  <phaseVelocity> 

    <DrawingRangeSetting> 

      <xMin>0.1</xMin> 

      <xMax>20</xMax> 

      <xTip>0</xTip> 

      <yMin>0</yMin> 
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      <yMax>2000</yMax> 

      <yTip>200</yTip> 

    </DrawingRangeSetting> 

  </phaseVelocity> 

</TremorViewAnalysisSettingInfo> 

 

 

No    

1 InitialSettingOFDirectAnalysis   6-4

2 sWave S   6-5

3 pWave P   6-5

4 rho   6-5

5 hvSpectrum H/V   6-5

6 phaseVelocity   6-5

 

 

No    

1 MinCalcFreq   

2 MaxCalcFreq   

3 MaxModeNum   

4 SearchPhaseVelWidth   

5 AmpRatioRL /  
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表 6-5 DrawingRangeSetting タグの内容 

No タグ名 内容 備考 

1 xMin X 軸の目盛りの最小値  

2 xMax X 軸の目盛りの最大値  

3 xTip X 軸の目盛りの幅 Log 表示の時は「0」 

4 yMin Y 軸の目盛りの最小値  

5 yMax Y 軸の目盛りの最大値  

6 yTip Y 軸の目盛りの幅 Log 表示の時は「0」 
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